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＝ 一

菫

-
本
経
の
總
序
マ
あ
る
。
請
仏
品
ぼ
、
た
波
ん
歌
割
と
Ｌ
て
上
演
廿
ら
椚
尺
読
監
で
あ
ス
ラ
・
そ
う
と
汎
ろ

な
ら
こ
こ
は
、
慕
差
背
に
し
Ｔ
道
化
が
い
、
っ
前
口
上
で
あ
る
・

如
是
我
閉
一
時
は
経
典
壷
開
始
す
る
と
幸
の
ま
ま
〃
文
句
。
「
大
言
瘻
論
』
の
は
じ
切
に
く
わ
Ｌ
い
説
明

耐
一
も

三
訳
者
中
、
ボ
テ
ィ
ー
ル
チ
が
様
伽
の
理
熊
に
と
び
ぼ
な
楓
た
冴
え
壬
興
せ
ろ
、
伝
に
よ
掘
ほ
か
打
何
特

句

に
方
壼
乏
雲
乏
Ｌ
・
一
言
教
⑦
判
乏
立
て
．
「
如
来
②
一
言
何
同
時
に
万
に
報
じ
大
小
並
べ
猿
状
」
と
な
し

た
。
と
い
、
っ
．
一
音
教
何
雑
寧
経
仏
国
品
に
八
仏
は
一
昔
乏
も
、
丁
法
乏
演
説
す
る
に
、
衆
生
ｎ
類
に
随
ゞ

洞
・
神
仙
や
雲
寶
の
人
の
呼
称
。
末
〃

ら
和
な
い
。
こ
こ
仮
訳
者
ボ
デ
ィ
！
ル

漫
同
で
は
な
い
。
両
者
の
語
竜
ぼ
と
Ｌ

意
識
Ｌ
了
訳
Ｌ
わ
け
て
い
る
の
で
あ
る

仏
ど
な
″
今
ろ
か
。

が
混
る

２
婆
伽
婆
は
、
帰
敬
偶
の
と
二
弓
で
敵
椚
た
切
言
眠
り
く
り
ォ
⑦
音
訳
元
有
徳
・
能
磯
・
琶
諄
な
ど
と
言
訳
さ

・
神
仙
や
雲
賞
の
人
の
呼
称
。
末
・
唐
試
は
と
も
に
仏
と
Ｌ
・
魏
訳
Ｔ
Ｌ
請
仏
品
以
外
の
諸
品
て
ぼ
用
Ｖ

和
な
い
．
こ
こ
仮
訳
者
ボ
デ
ィ
！
ル
チ
の
苦
心
差
み
ろ
・
請
仏
品
で
も
、
婆
伽
婆
と
世
雲
芝
混
用
才
ろ
ゞ

同
で
は
な
い
。
両
者
の
語
竜
ぼ
と
Ｌ
に
世
零
だ
が
、
経
典
制
作
爵
の
使
用
法
に
従
っ
て
二
榛
に
区
馴
し
．

旧
し
も
戸
Ｆ
ｈ
プ
、
←
、
ｊ
ノ
ー
Ｔ
Ｉ
戸
-
、
１
戸
、
〆
、
０
タ
グ
、
Ｌ
弓
、
Ｊ
７
，
Ｊ
。

二

一里寺
､ Q 宅 ロロ ー 言 奴

是
我
闇
。
一
時
。
婆
伽
婆
。
注
大
海
暁

二
の
工
う
に
わ
た
し
”
聞
い
た
。
あ
る
と

マ
ラ
ヤ
山
の
項
な
る
ラ
ン
カ
ー
の
鍼
中
に

｡

’

一

》

』

〆

《

寺

一

，

一

。
-
Ｆ
今
４
一
一
一
一
一
一
・
、
弓
■
夕

一
一
・
一
．
守
口
一
・
一
一
《
今
幸
・
’
一
■
一
一
．
一
・
．

一
里
凸
一
・
一
画
一
心
■
二
上
一
寺
号
『
・
一
一
一
『
ロ
ゴ

注
大
海
畔
牽
羅
耶
山
頂
帯
伽
倣
中
。

Ｑ

・
あ
る
と
雲
、
、
バ
カ
ヴ
ァ
ヅ
ト
は
お
い
で

寺

→

．

→

一

四

■

一

「

Ｊ

二

一

画

１

一

昨

一

一

一

←

、

-

画

一

』

、

．

．

二一一』一三一』一一そ》一一二二一毛『一帝一』一二百一一一回まず・宮《．｝？一ご一宮一一差一一一一｛一一？一》尹琶一ワ」

。

Ｐ
■
司
望
一
一
Ｐ

一二」・・一言一《

ロ

に
な
っ
た
．
大
海
の
一
は
と
″

一

ｍ

■

一

言

g = O 3 I ５３１

＝



Ｉ
］

ク
＋
バ
ド
ー
ヲ
⑦
宋
訳
も
、
ン
ク
シ
ャ
ー
-
ナ
ン
ダ
②
雪
訳
も
．
Ｌ
か
し
室
，
写
る
語
学
者
の
圷
誉
で
は
な
く
、
こ
の

経
乏
筐
仰
者
と
し
了
師
よ
〃
う
け
．
遠
い
異
国
の
人
た
宮
に
伝
道
す
る
た
切
に
訳
し
た
は
ず
で
あ
ぢ
。
か
洞

局
域
経
外
の
伝
承
差
も
翻
訳
に
生
か
そ
う
と
Ｌ
た
に
違
い
な
い
．
簡
朗
を
薑
ひ
摘
要
達
好
む
異
国
の
人
た
ち

は
心
・
ず
し
も
そ
籾
を
歓
迎
し
り
か
一
た
て
あ
弓
、
フ
。
け
洞
と
も
、
信
仰
の
な
お
生
ま
Ｔ
い
る
現
場
か
ら
運
ば

獅
大
伝
承
は
、
も
っ
と
も
節
略
式
洞
淀
宋
訳
に
も
、
変
容
は
な
は
た
し
い
髻
訳
仮
も
、
痕
迩
を
と
ど
納
了
い

て
・
魏
訳
と
対
照
し
、
そ
の
誰
解
に
苦
し
む
と
ぎ
、
ふ
い
に
光
芝
受
ず
ろ
こ
と
か
あ
る
。

世
尊
と
区
別
せ
特
糊
暮
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ト
廿
・
向
を
さ
す
②
か
．
わ
穴
Ｌ
、
￥
称
逢
う
勗
吏
』
の
い
-
フ
世
閣

主
、
『
大
史
』
の
い
-
っ
勝
者
だ
と
穂
剛
す
る
。
二
こ
に
引
く
両
薑
は
平
松
友
嗣
訳
を
信
″
・
表
記
蓬
や
や
面

八
世
悶
主
は
仏
眼
乏
も
っ
て
一
切
世
間
量
観
察
し
た
ま
い
：
．
：
-
Ｖ
島
史
１

八
往
昔
．
わ
た
し
ら
の
勝
者
は
、
正
覚
者
燃
燈
菱
見
尺
ま
．
い
、
世
間
差
苦
悩
か
ら
脱
が
打
さ
せ
よ
う
ｚ
て

．．…；Ｖ犬史・-

め 主 て
識
め
お
⑦
舘
菱
得
Ｖ
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。
こ
御
臓
、
一
話
か
諾
〃
／
チ
に
よ
、
て
は
多
簔
壷
含
防
て
重

雪
的
に
語
〃
う
ろ
三
卿
と
⑱
一
語
も
聞
き
手
→
い
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
仮
受
耐
と
ら
掘
る
一
面
と
を
、
合
せ
指
摘

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ボ
デ
ィ
ー
ル
ヰ
も
ま
た
箒
の
二
と
芝
い
、
フ
の
で
弱
ス
ラ
が
一
つ
の
こ
と
ば
が
さ

ま
ざ
ま
⑦
文
脈
の
な
か
で
、
六
ま
ざ
ま
に
異
『
辰
菫
零
を
荷
な
う
環
象
乏
北
、
讓
ね
て
云
お
う
と
Ｉ
｝
で
い
る

よ
う
に
も
敵
ぜ
ら
執
・
ろ
。
請
仏
品
ほ
こ
御
、
つ
⑦
髻
語
機
能
乏
譲
橇
に
駝
使
し
て
い
ろ
．
ボ
デ
パ
ー
ル
チ
は
箒

の
呼
吸
量
つ
か
〃

一
』
つ

一ノ
＝

企
て
い
ろ
。
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叩ｒ■■、

甲
酔 Ｉ

｜『・出■■

ｑ

も

、

Ｌ

、

で
ほ
、
こ
の
世
閣
主
、
勝
者
は
．
何
乏
見
た
の
か
。

八
最
上
景
勝
の
梼
伽
島
を
見
た
ま
え
〃
・
当
時
樗
伽
の
地
は
、
大
林
や
大
畏
怖
に
開
き
弍
、
桐
、
は
な
ぼ
だ

怒
る
く
ぎ
惨
忍
な
ろ
血
を
言
ろ
種
々
の
宿
叉
や
狂
暴
に
Ｌ
て
檸
落
扉
ろ
悪
ろ
べ
ま
種
々
の
形
相
を
な
せ
る
三

舎
礎
…
…
ど
も
が
悉
く
集
〃
い
た
り
ま
。
「
わ
打
ぼ
そ
の
盲
真
中
に
何
宍
て
羅
刹
ら
を
亡
ぼ
」
臺
含
達
ら

量
疑
逐
し
、
も
『
で
人
々
差
し
了
霊
の
支
配
者
た
ぅ
し
坊
ん
」
と
。
：
…
鵡
匡
易
島
に
似
た
る
他
の
富
ギ

″
篁
差
簿
志
し
た
ま
え
〃
。
：
．
．
…
そ
ば
大
酒
の
中
一
心
絶
え
ず
渡
の
砕
く
ろ
大
洋
の
深
盈
の
奏
中
に
ぁ
〃
了

薑
の
周
囲
に
は
連
山
の
高
く
篝
え
て
越
巾
ろ
に
容
易
な
ら
ず
．
！
；
…
「
ま
で
も
邪
逵
な
ろ
羅
刹
お
ょ
ひ
蕊
叉

の
群
よ
．
わ
制
は
携
伽
塁
よ
″
程
遠
か
ら
め
こ
の
島
-
む
か
し
の
ギ
リ
全
島
達
与
え
ん
・
・
１
１
-
易
樗
伽
の
蛇

は
遠
割
以
来
人
聞
の
止
住
ぜ
し
知
な
り
〕
・
・
；
世
闇
解
牟
尼
は
両
者
の
妥
奈
迄
主
〃
惠
手
両
者
の
幸
福
と
弄
一
考

量
し
・
１
１
両
富
と
人
と
認
刹
ら
望
一
達
郎
換
え
た
ま
え
〃
・
：
１
１
如
来
は
勝
制
尺
ろ
こ
々
の
皇
を
他
の
舅
に
結

び
合
わ
せ
：
-
・
-
夜
叉
ら
は
…
；
：
ギ
リ
畠
に
と
走
り
去
打
″
。
し
か
し
で
領
今
の
す
べ
て
ば
入
り
で
ふ
た
た
ひ

達
ら
ざ
″
し
か
・
は
．
牟
尼
は
島
を
以
前
の
位
置
に
引
家
離
し
た
ま
え
〃
。
Ｖ
畠
史
-

訳
注
に
い
、
っ
ハ
ギ
リ
畠
璽
『
一
今
勺
監
明
確
な
ろ
地
理
的
の
存
在
の
富
な
ら
ず
Ｖ
字
書
に
よ
れ
ば
沿
三
は
山

と
い
、
フ
毒
味
で
一
般
的
に
知
今
村
Ｔ
い
る
が
、
語
源
的
に
は
宮
下
卦
弓
宋
た
も
の
了
噌
画
ば
・
併
呑
す
ろ

「
世
間
主
」
は
夫
、
今
に
-
マ
ホ
ー
・
タ
ラ
ｚ
四
才
且
９
３
チ
ュ
ー
ロ
ー
ダ
ラ
○
画
一
。
含
一
ｄ
と
よ
ば
洞
ろ
竜
と
も

乏
識
伏
す
者
．
た
だ
カ
ル
ヤ
ー
ニ
ー
河
の
マ
ー
テ
〉
キ
カ
ヱ
“
コ
ー
ッ
ズ
ズ
一
百
口
八
嶋
依
廿
ろ
正
員
の
持
戒
者
Ｖ

だ
「
た
の
て
、
そ
の
地
に
住
む
こ
と
が
許
さ
桐
ろ
”
訳
注
に
よ
楓
ば
カ
ル
ヤ
ー
ニ
ー
と
何
今
の
「
一
ロ
ン
ボ
付

と
い
、
フ
毒
味
で

●

←滅ぼし尽す、

０

な
ど
⑦
竜
が
あ
る
。

一

、

、

g - O 3 3 ５３３



一 一 口 一
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一そ-号＝ 三
二 一

一 二

二

一 Ｆ

一一

一

一

口

空志
了
『
大
喪
』
に
よ
打
ロ
ヴ
ァ
ン
ガ
国
房
さ
α
い
ま
の
ベ
ン
ガ
ル
の
王
迂
が
放
浪
中
-
に
獅
孑
と
交
わ
っ
て

③

男
な
の
双
生
児
差
生
む
．
舅
ロ
シ
ー
ハ
バ
ー
ブ
印
訂
薗
言
（
獅
子
の
息
子
）
竜
は
二
Ｉ
-
ハ
シ
ー
ヴ
ァ
〃
．
’
て

あ
る
”
シ
ー
ハ
バ
ー
フ
は
十
六
歳
に
な
る
と
母
と
妹
乏
っ
打
了
獅
子
窟
か
ら
脱
出
」
母
減
ヴ
ァ
ン
ガ
の
都

で
従
兄
の
将
軍
と
結
婚
す
る
・
シ
ー
ハ
バ
ー
フ
は
、
壽
と
孑
差
求
防
て
山
量
下
り
で
宗
た
父
な
夢
獅
子
萱
、

母
の
制
止
も
ぎ
か
ず
に
穀
し
、
空
位
に
な
っ
て
い
た
ヴ
フ
ン
ガ
国
王
の
位
乏
受
け
、
苓
椚
乏
母
の
謝
し
い
夫

に
与
え
．
生
雌
脹
揃
宍
弓
ｌ
ラ
国
廐
亙
達
建
て
国
王
と
な
″
，
嫁
垂
妃
と
す
る
。
そ
の
長
子
が
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ

元
あ
る
。
か
打
卿
乱
暴
室
一
一
宴
ま
で
人
戻
の
排
斥
垂
-
つ
け
ろ
。
王
は
悔
む
な
く
か
洞
と
従
者
上
百
人
差
潟
上

に
放
つ
、
一
・
行
ぼ
漂
流
し
つ
つ
ィ
、
一
ド
西
海
岸
の
ズ
ヅ
パ
ー
→
．
’
港
浄
署
馴
可
固
冨
に
つ
く
”

八
下
船
す
る
や
ス
ッ
パ
ラ
ー
の
人
々
ｐ
大
い
に
減
ら
菱
歓
待
し
尊
重
せ
〃
。
侭
ら
の
獄
待
し
つ
つ
あ
る
時
．

ヴ
ー
ジ
ャ
ヤ
お
よ
ひ
随
伴
者
の
す
べ
て
の
-
悪
再
し
ぎ
鮪
作
乏
な
し
居
る
乏
菫
人
も
貢
ら
き
り
ま
．
飲
酒
、

愉
盗
、
邪
淫
、
妄
語
、
毒
行
、
悪
弓
し
き
不
徳
差
行
な
え
り
。
恐
弓
し
ぎ
嘉
薑
薄
ろ
荒
々
Ｌ
寺
恐
る
べ
き
所

作
乏
な
せ
し
差
乞
っ
て
、
ズ
ッ
パ
ラ
Ｉ
の
人
々
ぼ
遥
″
て
．
員
弓
に
詐
歎
壜
ど
も
差
殺
す
べ
し
」
と
相
議
せ

近
乏
流
祇
ろ
蚕
の
一
血
昌
河
だ
そ
う
で
あ
る
。
二
洞
弓
か
宍
奏
で
な
い
こ
と
は
「
ズ
リ
ラ
ン
カ
の
仏
恭
」
が
義

〃
。
Ｖ
島
吏
９

く
と
お
″
で
あ
る

志
了
『
大
喪
』

だ
が
、
こ
の
暴
力
団
は
穀
ざ
洞
も
せ
ず
、
ま
た
海
上
菱
さ
ま
よ
い
-
ラ
、
一
力
ｌ
に
上
陸
す
喜
・
そ
の
日
、

八
世
間
の
導
師
は
、
、
：
；
鍜
暹
難
の
床
に
臥
し
た
も
、
フ
派
。
；
：
：
勝
者
な
る
大
牟
尼
は
…
！
；
帝
釈
灰
宣
う
よ
う

「
、
ン
Ｉ
ハ
バ
ー
フ
王
の
子
で
あ
る
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
が
．
ラ
ー
ラ
国
か
今
七
百
人
の
従
耆
と
と
も
に
樗
伽
に
到
琶

句
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一
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一
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一
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一
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一
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Ｆ

■ 缶 ■ 二や．
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ｌ￥、淵命
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一
一
一
寸
・
・
室
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。｜●《一．一・孟令

＝
二毒’

差
托
Ｌ
八
Ｖ
大
史
７

す
る
。
諸
矢
の
王
よ
、
余
の
教
え
は
楊
伽
に
お
い
丁
樹
立
せ
ぅ
打
ろ
で
あ
ろ
う
。
ざ
打
は
よ
く
従
者
と
と
も

に
か
の
樗
伽
差
謨
ろ
び
よ
い
．
」
諸
天
の
壬
は
．
‘
・
：
冑
蓮
華
の
よ
う
な
色
量
し
て
い
る
天
子
に
、
樗
伽
の
守
護

票
-
刀
団
の
ひ
と
″
は
。
は
じ
め
て
逢
「
だ
堂
の
あ
と
乏
這
い
、
林
の
中
の
運
地
の
ほ
と
り
で
糸
を
つ
む
い

で
い
る
堂
苦
行
者
を
激
ろ
。
披
堂
は
ク
ヴ
ァ
ン
ナ
ー
言
く
迦
動
副
と
よ
ぷ
夜
叉
堂
で
あ
る

八
舅
同
Ｉ
；
沐
浴
Ｌ
、
飲
巽
、
遷
訪
菫
蚤
と
〃
、
水
量
達
の
（
雲
に
一
入
洞
引
寮
返
す
”
；
：
：
蒋
叉
蛍
ば
淫

フ
マ
、
叫
ぶ
雰
蓬
曜
襄
に
投
げ
造
ん
だ
ゃ
-
・
；
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
は
五
風
吾
乏
用
竜
し
イ
出
か
け
．
．
：
鉄
輪
で
も
う
了

夜
叉
草
の
言
乏
捉
え
、
左
手
で
髪
を
っ
か
典
、
古
手
に
割
差
振
り
か
ざ
し
了
い
う
よ
う
う
癖
よ
ゞ
余
の
従
吉

乏
返
せ
、
ざ
屯
な
く
ば
汝
差
殺
し
て
や
る
」
と
。
か
の
賓
叉
辻
は
怖
打
お
の
の
い
Ｔ
命
乞
い
し
「
主
よ
、
わ

た
し
の
命
は
お
助
け
く
だ
さ
い
。
わ
炭
し
ば
卿
に
王
国
壷
捧
げ
ま
し
ょ
う
-
峰
循
は
筏
叉
立
が
雲
切
今
ワ
い
よ

う
に
と
善
い
芝
立
て
ま
せ
。
-
：
…
十
六
歳
⑦
愛
ら
し
い
姿
と
な
っ
た
夷
叉
迂
と
．
．
！
；
播
臥
・
し
た
．
寅
、
か
桐
ほ

音
築
と
歌
の
声
と
査
問
い
て
・
・
・
：
；
夜
叉
女
に
闇
う
「
何
⑦
音
で
あ
る
か
」
と
．
「
自
分
は
夫
に
王
国
を
与
え

よ
う
⑥
す
打
ば
蘓
叉
は
舞
な
穀
Ｌ
に
写
る
に
違
い
ず
い
。
な
ん
と
な
獅
ｎ
夜
叉
ど
も
毛
ま
賑
、
傍
刎
に
入
閣

が
橇
む
と
い
う
理
由
で
わ
た
し
差
殺
す
で
あ
言
う
」
と
考
え
了
、
喬
叉
女
は
王
子
に
い
つ
「
わ
が
夫
よ
、
こ

一
辰
は
シ
″
ｌ
汁
ヴ
ァ
ッ
ト
ゥ
の
雪
切
四
く
鼻
言
と
い
う
夜
叉
の
都
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
樗
伽
城
に
住
ん
で

い
る
南
叉
の
頭
目
の
娘
が
こ
こ
へ
建
柄
で
采
今
綱
；
・
-
．
：
婚
礼
の
祝
い
⑦
た
め
仮
、
七
日
の
大
祭
が
行
わ
打
ろ

ｂ

⑦
で
、
こ
め
き
が
す
る
の
下
す
Ｖ
同
上

０

１

ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
は
蒋
叉
董
琶
殺
し
に
し
、
タ
ム
パ
パ
、
二
一
に
劾
宍
城
市
王
達
試
し
賓
叉
な
と
住
む
，
や
が
て

← ～ 三 ■
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蛎
･１

唱申

１Ｍ

Ｉ

王
位
限
つ
こ
う
と
す
る
か
猟
ロ
南
イ
、
看
-
の
マ
ド
・
可
ラ
の
壬
堂
至
難
に
迎
え
よ
う
と
了
ろ
？

ハ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
は
王
な
の
未
到
芝
聞
い
て
夜
叉
堂
に
「
愛
す
喜
も
の
よ
『
人
間
画
い
つ
も
非
人
差
怖
桝
て

い
る
か
ら
・
今
ば
お
前
け
二
人
の
子
院
萱
表
し
Ｔ
去
る
か
主
い
」
と
い
『
た
、
莞
桝
乏
闘
い
で
お
い
の
く
夜

叉
堂
に
い
う
「
案
せ
め
が
よ
い
？
お
前
に
ば
千
金
逢
与
え
る
で
あ
ズ
ゥ
」
彼
立
は
再
三
波
に
乞
う
て
不
幸
に

階
ろ
こ
と
芝
怖
凋
ラ
っ
、
二
人
の
子
洪
を
伴
湘
了
、
檮
伽
の
都
へ
と
堂
弓
去
ラ
ー
に
→
子
侯
を
外
に
生
ら
Ｌ
挽

肉
手
か
ら
そ
⑦
都
に
入
っ
た
．
人
々
け
惹
叉
載
乏
見
て
「
遥
黙
」
と
謡
獅
戦
さ
・
都
に
お
い
了
ば
夜
叉
ら
か

疑
い
た
・
あ
る
無
暴
音
が
誉
．
骨
の
一
琴
ぞ
綬
立
途
殺
し
て
し
ま
う
た
・
…
…
傾
女
の
母
方
⑦
叔
父
な
ぢ
濾
叉
は

城
市
か
ら
外
に
出
が
け
て
子
供
を
見
「
お
前
た
宥
阿
蓋
の
手
で
あ
る
か
」
と
た
ず
ね
た
？
「
ク
ヴ
ァ
、
一
ナ
ー

の
で
あ
る
」
と
闇
い
Ｔ
い
う
「
お
前
た
ら
の
母
は
殺
ざ
桝
了
Ｌ
ま
う
た
・
お
前
た
ち
も
ま
尺
見
つ
け
ら
詞
打

ば
穀
六
打
ろ
丁
あ
弓
う
々
早
く
逃
げ
る
か
よ
い
」
と
←
頒
今
口
た
だ
ち
に
逃
禰
て
ズ
マ
ナ
峰
に
卦
い
た
《
な

の
兄
は
長
ず
ろ
や
．
嫁
と
家
庭
量
い
と
な
ん
だ
。
彼
ら
ぼ
子
載
と
と
も
に
殖
え
、
干
易
許
し
差
、
定
了
、
マ
ラ
ヤ

山
に
住
安
い
し
た
、
二
柄
が
ア
リ
、
一
グ
ー
挨
⑦
寒
一
漁
て
あ
る
Ｖ
同
上

ス
フ
ナ
峰
浄
三
・
コ
必
言
す
ぼ
一
マ
ン
カ
-
Ｉ
の
聖
山
、
釈
諄
が
箏
三
式
の
入
錫
に
二
の
山
に
足
罫
至
印
し
た
と
属

え
単
言
且
鍵
と
よ
ば
御
た
び
、
ヨ
ｉ
ｐ
〉
パ
人
が
侵
碕
し
た
の
再
ば
ど
・
ミ
、
詞
型
一
八
の
名
で
知
吟
掴
ろ
《
マ

ー
フ
ヤ
ヱ
均
一
四
通
琴
塞
郎
包
マ
ー
カ
ー
ウ
宍
の
山
恥
で
、
一
戸
か
鍔
湘
経
伊
実
台
一
ぐ
云
壽
。

プ
〃
、
一
夕
-
頭
言
闘
至
字
書
に
ロ
、
奎
恭
か
ク
事
」
い
つ
。
瓢
に
、
音
調
副
審
の
名
⑦
一
っ
に
二
桐
が
両

ろ
こ
と
麦
記
す
。
た
ぶ
ん
音
・
禁
に
巧
融
却
部
漆
な
の
で
あ
君
、
つ
。
樗
伽
教
団
の
ば
じ
肋
の
主
要
庚
臺
ば
ご
の

プ
〃
ン
偽
瀞
出
身
害
で
あ
ス
ラ
と
推
測
す
る
．

■
・
Ｌ
１
Ｉ
０
品
出
０
曲
可
坤
化
岬

《

《

ｇ-Ｏ36 ５３６
！

’ｉ
＃
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二Ｆ

三 ,

串

．ミ
ノ･晶垂

ぞ ユ ビ

ち
の
お
お
む
ね
が
、

血
を
含
ろ
こ
と
何
、

間に等し及人三・、いろ

『
冨
喪
』
が
八
恐
ろ
べ
寺
惨
忍
な
ろ
血
乏
篝
ろ
Ｖ
と
い
う
蒋
叉
の
様
態
芝
『
畠
吏
Ｌ
『
大
史
」
の
全
巻
に

わ
た
っ
可
調
べ
イ
認
て
池
、
碍
弓
く
ま
も
⑦
何
帯
椚
ら
の
筆
者
の
形
容
詞
だ
け
で
・
具
体
的
な
行
動
に
ば
な

に
も
な
い
。
二
打
に
反
し
了
、
ン
ン
ハ
リ
族
は
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
一
行
勿
設
な
ら
ず
、
代
々
の
王
・
王
子
、
大
臣
た

ち
の
お
お
む
ね
が
、
姦
淫
、
殺
人
・
舅
奪
．
．
…
…
⑦
実
行
者
だ
．
そ
打
ら
例
行
動
は
具
体
的
で
、
そ
⑦
惨
忍
と

血
を
含
ろ
こ
と
何
、
形
容
詞
一
卜
と
ど
き
ら
ず
、
ま
た
識
征
服
者
辰
ろ
夜
叉
た
ち
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
同
義

コ
フ
ー
マ
ー
ャ
十
』
と
『
島
要
』
『
大
安
』
芝
つ
ま
あ
て
ろ
と
．
美
垂
ブ
ー
マ
王
子
ぼ
ほ
ぼ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
７
代
へ
Ｊ

に
比
定
し
う
る
。
一
ラ
ー
マ
王
子
は
善
の
か
た
ま
″
の
工
う
に
楢
か
御
ろ
が
、
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
は
、
ひ
門
乏
正
当
５

す
る
仁
防
に
綿
ま
祠
だ
『
霊
吏
』
『
大
吏
』
て
さ
え
も
、
暴
力
団
②
頭
目
と
Ｌ
了
し
か
記
述
で
ま
な
か
っ
た
。

二
⑦
怒
る
ぺ
ま
惨
忍
瀬
ろ
血
乏
倉
暮
暴
刀
団
⑦
入
葛
蓬
八
両
者
の
要
素
と
よ
り
高
き
両
者
⑦
幸
福
と
を
考
量
７

し一くＶ実現せしめ汽人が．ほかならぬ「世尊」であ″、二椚乏魏訳請仏品口八婆伽婆Ｖと音的

訳
し
．
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
の
音
訳
八
霊
琴
那
Ｖ
と
対
照
Ｌ
穴
の
で
あ
弓
う
。

ｇ

唇
の
澄
観
の
『
大
方
広
仏
華
蒙
餐
疏
』
に
八
鍔
伽
は
。
…
…
二
二
一
Ｌ
難
往
と
い
う
。
こ
の
山
、
海
中
に
あ
〃

、

Ｌ

、

、

、

、

て
・
四
面
に
門
乏
開
く
”
得
逼
の
昔
に
易
今
ざ
打
ば
往
く
ず
し
Ｖ
と
い
う
。
往
き
難
き
傍
荊
と
画
・
地
理
上

巳

Ｌ

ｎ

、

、

、

空
マ
ン
カ
ー
で
は
な
い
。
ラ
ン
カ
ー
は
囲
面
に
門
を
閏
い
て
い
ろ
。
Ｌ
か
も
住
ま
鑿
い
⑦
は
、
鋳
菫
に
も
差

の
ラ
ン
カ
ー
で
は
な
い
。
ラ
ン
カ
ー
は
囲
面
一

別
が
そ
こ
差
さ
、
え
ぎ
う
て
い
る
か
ら
で
あ
る
→

シ
ン
ハ
〃
人
か
ら
昂
初
に
犯
さ
打
・
暴
力
』

自
今
⑦
同
溌
に
そ
む
き
．
役
立
た
ワ
く
な
『
一

⑥

暴
力
と
甘
言
と
に
よ
っ
て
そ
⑦
妻
と
な
″

０

な
『
た
鎧
苓
の
夫
に
捨
て
ら
打
た
ヴ
ェ
ヅ

一

、
二
菫
の
怖
舸
の
な
か
で

ダ
の
草
ク
ヴ
ァ
ン
ナ
ー
の

一

三
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一

毛

乏

孑
孫
の
プ
リ
ン
タ
ー
猿
の
住
む
マ
ラ
ヤ
の
樗
伽
城
こ
ぞ
八
大
洋
の
深
興
の
真
中
脈
あ
″
了
←
連
山
の
高
く
誓

え
て
誠
紡
ろ
に
容
易
な
ら
樋
Ｖ
幻
の
ギ
リ
雲
で
あ
り
ゞ
本
経
の
澆
台
で
な
け
楓
ば
な
ら
樋
・

鍔
伽
経
の
い
う
大
海
画
、
吋
例
ど
も
ま
た
大
智
海
芝
も
暗
示
す
る
に
遣
い
ご
い
・
篭
叢
経
入
法
界
晶
切
善

歌
童
子
は
．
￥
⑦
長
い
遍
歴
⑦
は
じ
切
に
八
袴
伽
蓮
辺
の
海
岸
ザ
ー
ガ
ラ
テ
ィ
ー
弓
仁
至
〃
妙
佳
比
丘
に

従う了・菩痘建瘻壽猛不空侯簔諸仏成熟罷生窯職解脱門乏閏いたＶという。けＩガーフ、叫唖ロ３

（
海
）
は
迭
蕊
篭
提
要
品
孝
と
大
乗
舗
無
典
仮
Ｌ
は
し
は
見
え
る
毫
王
の
名
。
今
シ
ガ
ー
の
無
実
山
寺
・
祁

多
林
寺
に
住
し
淀
方
広
派
の
一
派
の
中
州
釣
具
篭
の
名
と
其
通
す
暮
二
と
何
興
啄
ふ
か
い
．
菫
も
ま
た
ア
ー
！

″
ャ
宗
イ
ン
ド
人
が
非
人
と
し
て
差
別
し
た
部
族
で
踊
る
《
菫
菫
無
尽
⑦
差
別
の
藻
覆
に
死
埋
す
る
こ
と
が

第
艤
の
解
脱
へ
の
出
癸
と
な
る
《
二
脚
が
轄
議
の
大
智
海
で
あ
〃
、
糯
伽
の
大
海
Ｔ
あ
言
う
か
。
末
訳
の
南

海
は
犬
智
渇
と
直
接
せ
ず
-
雷
訳
何
魏
訳
と
同
じ
大
海
だ
が
・
宋
訳
と
と
池
仁
腸
謙
信
を
除
い
た
た
め
ヴ
ァ

イ
ロ
ー
／
ナ
ャ
ナ
の
葛
で
演
暮
意
篝
が
失
拘
れ
た
。

傍
伽
羅
は
“
鍔
伽
な
烏
め
「
鍔
伽
-
一
仁
-
世
尊
な
ら
ぬ
「
当
尊
」
→
さ
諸
じ
了
、
そ
の
舞
台
を
ひ
ら
く
。

３
←
振
山
。
種
種
圭
性
所
威
・
誼
宝
開
錯
・

皆
宝
杳
林
。
微
風
噸
琴
。
掻
桟
動
揺
・

拠
側
．
皆
有
。
仙
堂
霊
室
。
蕊
壷
無
歓
。

昔
諸
仙
書
聖
。
思
如
奏
法
。
得
道
之
郷

。
￥
の
山
は
、
種
々
の
宝
玉
類
か
ら
で
寮

種
々
の
宝
玉
類
か
ら
で
薪
了
い
一
く
、

←

光
明
赫
炎
。

百千砂〃
示弓②

衆宝岸．戒。

、

○

藷
宝
が
い
〃
ま
じ
〃
-
キ
ラ
キ
ヲ
光
り
、
百
千
の
日

珊
言
千
日
・

一時流布・

内
外
朗
徹
。

顯
曜
金
山
《

百
千
妙
音
。

Ｂ
月
光
礁
。

寝
言
無
量
淀
園
杳
樹
。

一
瞬
嗅
発
・
菫
巌
屈
曲

不
能
復
現
。
蓄
是
。
吉

一
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聿

一

八
か
⑦
天
髪
帝
須
ぼ
父
の
没
後
、
主
と
な
っ
た
．
復
の
潅
頂
の
時
に
も
．
多
く
の
瑞
祥
が
現
ね
楓
た
。
全

樗
湘
に
深
く
埋
蔵
せ
今
桝
穴
圭
が
地
上
に
一
現
わ
打
た
・
-
：
上
撞
の
真
珠
が
大
浸
か
ら
現
ゐ
れ
了
；
Ｖ
大
更
Ⅱ

そ
う
し
て
同
じ
潅
頂
の
と
き
八
マ
ラ
ヤ
国
よ
〃
三
種
の
掌
尼
を
も
尺
ら
Ｌ
尺
Ｖ
倉
史
と
い
う
。
そ
楓
ら
け

か
一
／
了
ヴ
一
息
ダ
の
も
の
で
あ
っ
た
．
ヴ
ェ
ヅ
ダ
は
「
蒋
叉
」
と
な
り
「
竜
」
と
な
り
．
「
人
闇
」
の
王
の

即
位
の
た
ひ
に
山
谷
で
宝
玉
乏
掘
〃
、
深
潟
か
烏
真
珠
を
ひ
ま
あ
げ
て
瑞
祥
を
舅
献
Ｌ
た
の
で
あ
る
試

祷
伽
謹
の
い
、
フ
古
昔
諸
仙
賓
堅
ぼ
う
昌
宴
』
の
過
古
仏
で
高
い
群
堅
で
栃
ろ
に
這
い
な
い
。
〉
-
１
打
局
、
、

せ
今
桝
た
る
戻
野
、
唐
一

八
ぞ
二
に
何
．
嘩
雇

園
や
地
あ
〃
ま
Ｖ
同
吟

『
畠
史
』
『
大
史
』
も
-
」
ぱ
し
ば
蔀

八
よ
ま
鳳
土
に
害
姜
桝
．
食
物
も

ロ
今
桝
た
る
戻
野
、
晶
礁
の
掃
伽
謁

八
ぞ
二
に
、
、
摩
尼
よ
″
成
〃
、

-

幕
が
あ
が
る
。
需
旨
は
劉
燗
た
る
光
撚
の
宝
玉
世
界
て
あ
る
・
ラ
ン
カ
ー
び
宝
王
の
薑
て
お
「
た
ご
と
け

の
よ
う
に
・
→
照
〃
か
が
や
く
黄
金
の
山
イ
、
ま
た
無
墨
の
詑
園
雪
撤
が
あ
″
、
そ
制
が
恕
軟
宝
玉
の
沓

ぐ
ね
し
い
林
で
微
風
が
さ
や
ぐ
こ
枝
蓬
励
寸
″
葉
芝
う
ご
か
し
、
百
千
の
妙
沓
が
一
鐺
に
た
だ
装

い
、
百
斗
の
妙
言
が
一
時
に
お
こ
る
《
重
畳
す
る
壼
山
何
屈
曲
し
、
子
の
舛
々
に
仙
霊
の
堂
室
が
扇
岨

蕊
窟
は
無
教
で
、
諸
宝
玉
で
で
ま
て
お
り
-
内
部
も
外
部
も
透
余
と
お
″
・
日
月
の
光
罎
も
煽
現
で

ま
め
．
こ
打
令
付
誇
な
む
か
し
の
諸
仙
寶
聖
が
加
実
の
法
壼
思
い
・
這
乏
得
た
仰
で
詞
石
．

一一一
】
一
一
二
一

こ

こ
三

一

二冒

三

食
物
も
豊
か
に
し
て
、

ケ

；…．：Ｖ畠史Ｉ

真
珠
や
水
晶
も
て
蔽
杓
猟
た
る
地
あ
〃
・
種
々
の
花
に
了
蔚
伶
桝
振
る

す
②

＝

＝

宝
鑑
芝
蔵
し
、
過
去
仏
の
訪
細
た
ま
い
、
諸
聖
易
注
察

画
■
一
一
１

’

二

一

」

・

二

』

之

Ｌ

厚

・

に

一

一

三

宮

二

一
一
・
・
口
一
・
・
一
一
一
》
■
■
←
一

ｇ一○3g ５３９
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リ
Ｌ
，
旧
Ｐ

二
の
比
丘
団
・
髻
薩
団
が
、
古
昔
の
諸
仙
雷
聖
の
随
伴
者
で
あ
る
こ
と
ｎ
、
魏
訳
で
は
、
明
白
で
あ
る
．

末
ゞ
喜
訴
ｎ
３
の
部
分
至
欠
く
た
胡
、
２
の
婆
伽
婆
と
結
び
つ
き
・
藷
仏
土
か
ら
ま
た
比
丘
・
蕾
禧
が
「
世

雲
」
と
と
も
に
．
す
で
に
二
二
に
来
会
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
、
す
て
に
采
会
し
て
い
ろ
「
世
雲
」
が
、
な

ぜ
ま
た
祷
出
の
瘻
海
采
霊
董
ご
苦
労
に
も
ぜ
わ
何
な
ら
な
い
の
か
．

「
世
蓉
」
衆
震
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
詳
堅
は
ヴ
ッ
ダ
の
部
族
神
で
あ
〃
、
過
去
仏
は
部
瀕
神
の
王
な
る
太

陽
神
で
、
帰
散
喝
に
か
か
げ
る
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
高
ろ
い
画
そ
の
分
舅
で
あ
弓
う
。
か
打
ら
は
「
世
尊
」

耒
雲
以
前
に
フ
ー
ヲ
ヤ
山
頂
の
携
伽
城
で
・
如
実
の
法
乏
馬
ウ
イ
道
を
得
て
い
た
、

ざ
ま
の
拙
槁
「
傍
伽
」
で
は
、
仙
堂
霊
室
・
嘉
窒
乏
壷
列
-
寺
読
・
ん
だ
．
莞
椚
何
誤
り
で
-
仙
霊
の
堂

室
が
苓
打
ぞ
御
無
数
の
仏
簔
董
他
っ
の
で
あ
弓
、

こ
の
一
節
は
魏
訳
だ
け
が
係
汚
す
石
。
絃
本
一

・
世
專
・
大
言
・
荷
叉
王
の
關
綜
菱
見
失
わ
せ
、

４

弓
大
比
丘
情
．
及
大
薑
薩
衆
。
皆
従
種
種
他
方
仏
土
．
倶
来
集
会
。
畏
諸
菩
薩
．
具
足
無
臺
當
任
三
昧

神
通
之
力
。
童
迅
遊
批
。
五
法
自
性
二
種
無
我
・
究
責
通
達
。

大
比
丘
団
と
、
大
差
薩
団
と
が
、
設
な
種
々
の
他
方
の
仏
士
か
ら
．
と
も
仮
や
つ
了
来
て
集
会
す
る
。

こ
の
筈
薩
た
ち
は
、
窯
暑
言
在
三
昧
禰
這
の
力
量
ぞ
な
え
、
。
お
お
い
仮
遊
代
し
、
五
法
・
自
性
・
二
種

無
我
に
突
壼
通
達
し
て
い
た
。

散
の
仏
簔
董
他
っ
の
で
あ
弓
う
．

●

本
は
、
菰
》
’
一
、
．
-

竜
仁
か
偶
然
Ｉ
り
欠
↓

怖》

Ｔいて、

ノ
Ｔ
Ｏ
Ｉ

不
緊
全
体
差
誤
き
、

わ
せ
、
Ｕ
買
土

いてば-

鰭
せ
る

子
洞
が

如来
g - O４0 ５４０
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，鼻幸さ-
坐●』●等

承
、
つ
る
か
も
Ｌ
舸
値

５
比
丘
と
菩
薩
乏
な
ラ
ベ
比
丘
乏
き
ぎ
だ
て
な
が
ら
、
比
丘
に
つ
い
て
、
一
語
も
つ
い
や
さ
ず
．
菩
薩
の

た
め
に
具
足
以
下
な
か
な
か
と
功
錐
差
の
べ
ろ
．
大
集
経
典
で
は
一
般
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
樗
伽
教
団
⑦

両
者
に
村
す
る
感
じ
か
た
び
端
的
に
あ
ら
わ
打
了
い
ろ
〃
た
だ
二
綱
ら
の
坊
能
も
、
他
方
の
言
躍
一
の
も
の
Ｔ

話
ろ
．
謨
定
は
Ｌ
了
も
、
二
打
乏
莞
の
ま
一
重
怖
伽
経
の
め
ざ
す
べ
き
も
の
と
ば
し
て
い
な
い
。

八
五
法
・
畠
性
・
二
種
蕊
我
Ｖ
芝
-
宗
訳
憾
△
左
法
・
自
性
・
識
、
二
種
蒸
我
Ｖ
と
し
識
を
加
-
え
ろ
・
壱

試
鳳
八
五
法
“
三
性
・
諸
識
・
無
我
Ｖ
と
し
、
自
性
を
三
性
と
閣
家
、
識
蓬
藷
識
と
ひ
ろ
げ
、
二
種
藁
我
を

、

、

毒
栽
と
ま
と
胡
了
い
ろ
、
魏
・
末
・
害
の
噸
に
俸
奈
化
が
進
ん
で
い
ろ
。
た
ぷ
ん
、
在
一
識
察
の
ひ
と
垂
ら
の

惠
想
裏
閉
が
そ
こ
に
影
響
し
了
い
客
の
で
あ
ろ
う
。
こ
と
ば
は
建
つ
「
も
同
じ
内
容
垂
さ
す
こ
と
は
、
他
品

に
よ
っ
了
知
今
渦
ろ
が
．
こ
こ
の
訳
語
が
篇
典
に
正
羅
に
対
応
し
て
い
ろ
と
す
る
な
う
、
請
仏
品
が
ゞ
他
品
ょ

、

、

″
古
く
成
立
（
言
写
で
は
な
い
）
Ｌ
た
こ
と
芝
示
し
・
宋
訳
の
寮
輿
が
魏
訳
の
￥
洞
よ
〃
吉
い
と
は
言
い
き

桐
万
い
一
証
と
な
る
．
ま
た
、
唯
識
宗
の
経
論
と
つ
ぎ
あ
わ
せ
楓
け
鍔
伽
の
威
立
哨
差
さ
ら
に
正
穂
に
っ
か

大
慧
。
菩
薩
琴
訶
薩
。
而
爲
上
重
．
一
切
諸
仏
。
手
潅
其
頂
．
而
授
仏
位
。
自
叱
嘉
廣
。
善
解
其
簔
。

種
種
衆
生
。
種
種
町
色
．
随
種
種
化
・
種
種
異
含
．
無
曼
凄
門
．
随
所
応
度
．
随
所
応
見
。
而
萬
晉
現

大
菫
け
・
菩
薩
の
大
士
で
、
奇
・
っ
し
て
上
言
で
あ
る
。
一
切
の
諸
仏
は
・
手
ず
か
ら
か
楓
に
暹
頂
Ｌ
、

ひ
打
が
仏
位
に
到
達
し
た
こ
と
乏
証
胡
し
た
、
そ
の
仏
位
吋
八
み
ず
か
ら
⑦
脳
が
環
潰
誘
う
く
ぢ
．
￥

の
毒
簔
芝
よ
く
体
解
Ｌ
た
。
種
々
の
衆
生
に
は
、
種
々
の
心
と
形
相
が
あ
る
、
応
の
種
々
な
ろ
に
随
フ

○４１９ ５４１一
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こ

大
壽
菩
薩
雲
訶
渥
而
壽
上
首
芝
、
￥
⑦
〃
ス
ム
と
而
字
仮
注
毫
Ｉ
〉
て
区
切
綱
ぱ
菅
⑦
よ
う
た
な
〃
、
〒
の

壽
唾
ぼ
批
訳
⑦
ご
と
く
な
る
た
ろ
う
。
中
国
②
文
章
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
か
合
い
ラ
マ
５
節
付
４
節
に
従
属

せ
ず
．
潅
立
し
た
-
文
章
で
漏
再
う
。
￥
郷
可
ぢ
ば
５
の
主
語
の
大
壽
は
、
４
の
主
語
の
他
方
筈
潅
に
対
-
賃

此
土
の
菩
薩
と
な
ら
ざ
る
乏
、
え
な
い
．
潭
文
と
し
て
そ
う
種
昌
ざ
ろ
芝
え
な
い
こ
の
女
恥
の
正
し
さ
差
、
瀬

答
品
第
二
⑦
は
じ
坊
の
ハ
ボ
時
。
聖
者
大
蓋
篝
潅
。
与
諸
一
切
大
葦
言
鐘
。
観
蓮
一
切
詣
仏
国
土
Ｖ
が
支
持

す
る
．
『
礼
記
』
に
い
わ
、
ろ
八
乗
〃
で
往
か
ざ
る
何
礼
に
あ
ら
ず
Ｖ
で
、
倶
遊
は
諸
仏
昆
了
宋
察
し
た
諸

仏
へ
の
答
礼
訪
問
蓮
の
で
あ
る
ゞ
間
答
晶
の
三
の
ど
こ
弓
芝
・
栄
訳
憾
示
碕
大
篝
吾
薩
与
琴
蕾
篝
薩
慎
遊
一

厨
諸
仏
刹
士
涯
Ｌ
、
雷
ぎ
ぼ
諒
鰐
大
毫
壹
禧
琴
詞
薩
与
琴
帝
篝
躍
惇
遊
一
切
請
仏
国
土
と
し
、
琴
帝
ほ
大
慧

⑦
音
訳
た
か
ら
，
三
訳
大
同
小
異
で
あ
る
。
末
‘
壱
訳
一
で
は
こ
の
倶
蓬
が
案
毒
味
Ｔ
あ
る
。
大
慧
が
大
謹
を

莞
二
か
ら
と
ぽ
-
フ
も
な
い
誤
解
が
何
じ
き
ろ
。

大
雲
は
ラ
ン
が
Ｉ
の
苦
薩
で
あ
っ
た
。
篝
躍
中
の
一
礎
・
究
者
、
言
帯
で
湯
〃
、
い
ま
や
仏
位
に
到
達
し
灰
の

・
一
■
。
一
■

て
．
一
切
の
諸
仏
か
二
二
一
卜
来
凛
し
、
手
下
が
、
勺
か
緬
一
Ｌ
渥
頑
寸
喜
。

垂
ｄ
』
。

大
慧
は
・
此
土
す
な
わ
ち
ラ
、
一
カ
ー
土
言
の
筈
潅
で
あ
る
。
雨
諏
か
ら
あ
わ
た
だ
し
く
読
ん
で
く
る
と
、

９

こ
ゆ
夫
蓋
が
他
方
か
-
勺
耒
た
ひ
と
り
と
読
妨
そ
う
で
あ
る
、
宗
“
雪
訳
、
二
と
仮
後
者
け
￥
、
う
解
釈
し
た
。

⑦音訳一にから〃三訳大同小異で一

伴なうごとについてば鋳に鍔く．

て
・
種
々
に
念
い
差
異
に
す
る
。
擦
曼
の
救
済
の
門
乏
闇
季
《
救
済
す
べ
季
相
手
に
応
じ
、
あ
ら
わ
す

べ
き
対
象
仮
Ｌ
た
が
っ
イ
、
あ
ま
ね
き
化
現
垂
な
す
Ｖ

g -O４2 ５４２
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＝

と
も
あ
洞
、
自
爬
誇
境
以
下
が
、
大
義
の
つ
い
振
仏
位
の
名
だ
。
各
ほ
仏
の
遊
願
蓬
あ
ら
杓
丁
・
こ
洞
が

す
な
わ
巧
樗
伽
軽
の
主
題
で
あ
〃
、
款
旨
で
あ
ぢ
う
。
￥
、
の
外
の
会
．
題
も
理
論
も
、
す
ぐ
て
、
枇
茨
・
他
宗

の
尾
彊
乏
二
の
鏡
に
照
ら
せ
ば
い
ず
ぽ
ろ
答
え
か
出
る
か
と
い
、
マ
応
飼
問
題
⑦
餌
法
仮
す
崇
な
い
．
二
⑦

観
点
さ
え
尖
杓
な
け
御
ば
-
い
か
同
ど
増
広
し
て
Ｌ
簡
約
し
で
も
，
梼
伽
経
辰
石
二
と
に
間
違
い
は
な
く

応
用
部
分
の
陳
列
按
排
は
-
渦
巻
く
罵
逗
黒
の
乱
薪
さ
差
で
ま
る
だ
け
正
確
脈
う
つ
し
て
：
乱
蒸
篭
殿
と
し

、ご
と
ま
か
Ｖ

そ
脚
な
ら
ば
夫
書
ぱ
。
い
ま
や
ラ
ン
カ
ー
⑦
次
期

ざ
打
た
⑦
だ
〔
現
法
王
は
辰
獅
か
．
『
世
尊
・
』
で
あ

杓
打
た
。
現
法
王
”
、
ど
こ
て
何
乏
し
て
い
る
の
か

と
も
あ
洞
-
自
爬
誇
境
以
下
が
、
大
義
の
つ
い
振

八
大
臣
ら
ぱ
慣
例
一
ト
従
う
了
、
こ
と
ご
と
く
来
票
し
、
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
を
王
位
一
ト
ー
即
か
し
価
て
大
祭
を
庁

う
た
・
７
く
て
ヴ
イ
ジ
ャ
ヤ
王
ぱ
羊
-
頭
王
の
-
娘
芝
王
姐
と
し
て
、
盛
ん
な
儲
式
を
診
一
て
灌
項
Ｌ
庇
。
Ｖ

’
六
薑
の
灌
頂
は
二
綱
に
封
応
す
る
。
ど
こ
葛
て
葦
一
団
仏
法
品
著
二
一
に
次
の
ｒ
二
／
に
い
、
フ
。

八
菩
薩
牽
訶
禧
匝
法
雲
施
に
至
り
・
大
宝
蓮
華
王
宮
畷
に
住
し
、
師
子
空
上
に
坐
し
、
同
窺
の
筈
潅
琴
訶

曜
・
誉
萬
｛
Ｉ
卜
囲
続
せ
ら
洞
：
・
望
く
い
と
ま
十
方
の
一
団
の
請
仏
お
の
お
の
ぞ
②
手
王
②
ペ
、
遙
か
に
蓮
花
王

室トーの菩罎琴訶薩の頂乏蕊でめ．得自在一，エ・帝釈王・露蒙聿あ大手に灌頂して位弄笙猪くるが

の
半 潅

頂
は
も
．
と
国
王
即
位
・
立
太
子
に
行
、
一
／
儀
式
Ｔ
、
調
頂
一
卜
雲
油
差
等
ぞ
ぐ
。
『
大
喪
』
箒
七
章
は
「
ヴ

イ
ジ
ャ
ヤ
の
潅
一
頂
」
ど
題
す
喜
・
か
洞
ぱ
』
ク
ヴ
ァ
、
二
，
‘
！
と
予
め
二
人
〈
⑦
子
乏
去
ハ
ー
／
せ
た
後
、
マ
ド
ゥ
ラ

頭
壬
の
娘
蒼
迎
、
え
た
．

里一 三 .

￥『萱

＝
一 身

堂 ← - 一一

一

一

」

一

戸

・

二

一

｝

→

、

一

：

▲
卓
口
・
一
・
舎
画
一
宇
参
一
一
一
口
罪
一
Ｊ
』
・
・
」
二
一
画
一
一
一
一

エー一・。聖一一Ｆ一・・一一｛一一》百一二■一日。一←一二一』一Ｆ・『寸・一・一島一『『

『
一
二
．
・
’
一
Ｆ
二
了
一
Ｆ
。
．
・
と
Ｆ
一
一
一
Ｆ
一
二
・
．
『
→
一
一
ロ
幸
一
一
二
ロ
。
．
凸
一
二
】
茜
．
宮
二

い
ま
や
ラ
ン
カ
ー
⑦
次
期
法
王
た
る
漠
搭
量
得
た
こ
と
差
ゞ
詣
仏
に
柔
う
で
証
明

に
獅
か
、
『
世
雲
※
』
で
あ
る
。
次
期
法
王
の
潅
頑
は
、
現
法
王
⑦
不
在
の
手
讓
行

つ

Ｆ
・
←
己
百
一
一
『
一
一
・
一
室
■
■
一
Ｆ
一

一斗一一・一一一》ｑ二・二・二二・■一軒▽一一・一一・百足・・昌・四百一・一・

．テテ
ニ

二

三

二

三
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こ
こ
で
場
面
ぴ
篭
樽
す
る
．
２
の
闇
票
か
ら
５
の
春
項
妄
で
び
真
実
の
加
法
直
界
で
易
〃
’
６
か
ら
何
い

わ
、
ろ
「
現
実
」
の
壷
仮
世
界
て
あ
る
。
「
現
妻
」
世
界
の
「
世
尊
」
が
真
実
世
界
に
入
ろ
た
枕
に
ｎ
．
七

日
の
高
い
だ
準
備
ぜ
ね
何
孝
吟
櫛
、
こ
の
日
数
は
華
譲
経
十
蛇
品
に
沃
軍
が
成
道
後
．
七
日
の
沌
獣
の
の
ち

・
琴
巖
謹
を
説
き
は
じ
め
た
ゞ
と
す
る
こ
と
と
関
わ
る
だ
ろ
う
。

大
海
が
・
幻
の
ギ
リ
謡
差
か
こ
む
深
海
下
お
り
-
ヴ
や
イ
ロ
-
-
ヰ
ャ
｝
＊
の
大
智
海
で
も
あ
暮
二
と
回
い

う
ま
で
℃
な
い
。
媛
出
②
得
て
ば
．
こ
の
一
節
と
該
当
す
る
部
分
垂
．
加
宋
希
に
日
．
大
渥
廷
慧
中
。
濫
海

至
鍜
岸
、
出
己
即
便
住
⑳
と
表
現
し
，
唐
訳
は
．
世
尊
誌
七
日
．
住
牽
鵡
海
中
．
、
索
鎧
出
竜
宮
。
要
詳
昇
此

岸
。
と
い
う
。
彊
詳
付
、
淀
ぷ
ん
、
害
訳
の
ざ
か
し
ら
で
、
悪
獣
画
・
魏
訳
の
理
露
の
ふ
か
さ
垂
示
す
で
為

巳

０

．

。

、

ス
う
。
魏
訳
の
方
言
を
あ
ざ
け
る
壱
訳
奮
が
こ
こ
て
琴
娼
竃
ろ
方
言
差
採
用
丁
ろ
い
が
お
℃
し
言
い
。

掌
娼
ば
マ
カ
ヲ
ュ
卿
否
勘
で
・
鰐
・
薪
・
海
豚
仮
擬
せ
ら
れ
る
が
、
実
在
の
動
物
で
何
あ
る
表
い
・
イ
、
一

て
お
御
・
ほ
ぷ
い
の
で
あ
る
。

６

汚
の
南
岸
に
向
可
一
く
い
た
．

示
時
”
遅
伽
婆
。
於
大
濁
毫
王
宮
。
読
法
．
満
七
日
己
。
套
至
南
岸
。
時
。
賀
．
票
墨
那
田
代
。
穂
梵

天
王
・
諸
毫
壬
等
。
無
辺
大
衆
。
悉
菖
随
従
。
同
海
南
岸
．

そ
の
と
ま
、
バ
ガ
ウ
ァ
ヅ
ト
ぼ
、
大
潟
⑦
菫
王
宮
で
、
説
法
し
・
七
日
か
満
ぢ
た
。
南
巖
に
出
ら
れ
た

同
時
に
、
窯
豊
干
ユ
タ
切
帝
釈
・
賛
天
王
、
毫
壬
な
竺
蕪
辺
の
大
衆
が
、
二
と
ご
壁
く
．
瞳
従
Ｌ
-

１

４

０
１
-
Ⅱ
曲
皿
、

哨

且

今
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ざ一････弓-．怪
曙?:更

葎●一．《一●《ａＦ
室｛

・

石

一
■
一
一

虫.､
封 . 昌

一
・
ず
？
圭
一

一
．
。
．
．
．
』
・
尋
一
ロ
．
一
．
．
ざ

ド
神
話
で
唇
戸
乏
大
洋
の
神
ヴ
ァ
ル
ナ
夢
了
言
鋤
⑦
乗
物
と
し
、
愛
の
神
盃
言
心
-
含
く
心
の
槙
に
つ
け
、
ま

た
十
二
星
宿
宮
の
第
六
に
あ
て
‘
頭
と
前
肢
は
巽
睾
、
体
と
亀
は
魚
の
形
で
あ
ら
わ
す
。
星
宿
の
マ
カ
ヲ
ば

闘
争
差
つ
か
式
、
ど
り
一
房
宮
に
冒
す
ろ
も
の
ぼ
、
沁
組
に
し
て
、
五
逆
芝
行
ｕ
零
一
一
Ｊ
敬
細
せ
ず
．
刑
殺

の
任
に
適
す
、
と
い
う
。
〒
の
ま
ま
二
二
の
竈
王
宮
に
あ
て
ろ
こ
と
ぱ
博
し
去
れ
ば
な
ら
め
か
・
相
近
Ｖ
し

の
乏
象
徴
し
、
魏
訳
が
雲
獣
と
表
現
し
た
の
で
あ
云
う
。
竜
と
け
い
こ
”
、
毛
肢
体
に
山
獣
⑦
耐
乏
⑦
こ
す
．

「
世
蓉
」
に
皇
．
く
八
幅
涼
せ
る
正
冤
の
持
戒
者
Ｖ
息
史
２
マ
ニ
ア
ッ
キ
カ
室
な
ど
差
室
示
す
ろ
か
。
あ
る
い
は

臺
迦
耶
陀
品
篭
’
一
《
の
竜
寄
盧
迦
耶
陀
乏
も
投
影
さ
せ
て
い
ろ
⑦
だ
宅
勺
か
。
伺
品
に
い
う
。
５４

八
釈
提
桓
因
は
、
直
ぐ
諸
論
を
解
し
、
自
今
声
論
乏
造
言
。
か
⑦
ロ
ー
カ
ー
ヤ
タ
仮
一
壽
子
飼
乢
；
・
…
-
竜
５

身
壬
規
作
し
-
釈
提
桓
因
と
論
簔
し
。
￥
の
論
法
芝
も
フ
イ
、
即
ち
に
能
く
綴
の
釈
提
桓
翠
戻
鰐
言
騨
き

た
展

し了屈伏せしめ．即ち天中広おい了千輻翰車乏打ち。：：：即弓に人間に下るＶ

Ｓ

ローカーヤタ、順世外道と訳ざ制ろ《認識論上では感覚論、実践上で何快乳瀞一唱え-談弁仙

的
馬
考
乏
弄
す
る
惟
物
論
者
の
一
派
で
あ
る
。
釈
提
桓
因
は
イ
ン
ド
ラ
す
な
杓
ち
帝
叙
で
詞
ろ
・

いす打にしてもこのとき「世專」に徒、つ者が、帝妖・賞一大など本来パーブーセンの神Ｔある℃ｇ

の
な
い
し
外
道
な
と
だ
け
で
《
仏
教
の
比
丘
も
、
菩
禮
も
-
姿
乏
見
せ
な
い
と
二
弓
、
実
に
錘
へ
味
ふ
か
瓜

な
お
、
魏
訳
の
が
時
は
場
面
は
転
換
Ｌ
た
が
ぞ
れ
が
大
薑
の
潅
頂
と
同
時
で
あ
る
こ
と
を
、
爵
は
、
「
世

等
」
の
妄
至
南
岸
と
．
無
辺
の
大
家
の
悉
皆
随
従
と
が
同
時
で
あ
る
二
と
壷
、
示
す
．

７
示
時
．
婆
伽
婆
。
遥
望
観
察
．
琴
塞
耶
山
傍
伽
城
．
光
頻
謡
悦
。
如
動
金
山
．
煕
惰
微
笑
．
而
作
是
壹

＝

幸

手 .

＝

二

三

三

●
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１
日
■
Ｉ
・
Ｊ
Ｊ
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■ＬＬＦ一

ｅ

二

二

で

の

「

也

辱

」

の

微

笑

は

薑

味

深

長

で

あ

る

《

４○

一沁正鐘測ずなわｚノ旋僕正遍知何、如来の荊号のひとつで、尊称の定副一でば菊ろが、二一辰９

弄
桝
が
遥
側
桐
た
の
何
渠
毒
離
に
・
て
ば
韻
薯
ま
い
。
過
去
の
諸
仏
、
、
侠
養
乏
受
く
べ
き
身
で
あ
〃
な
か
、
局
．

「
世
專
」
の
采
嘉
以
来
-
邪
神
と
お
と
し
閉
う
洞
て
長
く
渋
養
蚕
う
け
才
、
他
国
萱
さ
ま
よ
『
て
い
た
の
で

詞
葛
勺
《
今
ふ
た
た
ひ
供
善
に
虎
ず
べ
寺
も
の
と
し
て
馨
っ
た
の
だ
。
正
逼
知
と
は
、
時
．
闇
・
空
開
の
限
定

差
こ
え
で
一
切
処
に
普
適
了
ろ
智
壽
で
あ
言
う
，
現
に
こ
の
と
宗
・
マ
ン
カ
ー
城
中
で
、
過
去
の
鶉
仏
何
大

菫
菩
薩
に
灌
頂
し
た
。
こ
の
行
嘉
何
八
自
内
身
聖
知
護
送
Ｖ
の
説
教
手
、
の
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
め
。

と
ご
弓
で
・
專
実
の
如
法
世
界
に
．
お
け
喜
書
這
大
慧
述
、
「
現
諄
」
の
虚
仮
世
界
か
ら
為
打
ば
．
っ
Ｉ
ヴ

過
去
諸
仏
府
正
逼
知
。
於
彼
摩
羅
郡
山
頂
梼
伽
減
中
》
読
自
内
身
聖
晉
證
法
．
離
於
一
切
邪
見
貢
観
．

非
諸
外
道
簔
閉
辞
賓
仏
等
修
行
境
界
．
我
亦
応
彼
琴
霧
師
山
拷
伽
減
中
．
誇
羅
婆
那
蒋
叉
王
上
薑
・
説

そ
の
と
き
，
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
卜
ぼ
へ
遙
望
し
観
察
Ｌ
涙
・
マ
ヲ
ヤ
山
の
ラ
ン
カ
ー
城
壬
。
か
び
や
、
く
積
何

た
の
し
げ
で
-
黄
金
の
山
の
ｍ
ら
防
ぐ
よ
う
だ
”
に
う
こ
″
微
笑
し
丁
、
言
、
た
こ
と
画
は
「
過
去
の

諸
仙
・
ひ
と
び
と
の
洪
霄
菱
噴
く
く
ぎ
正
し
く
逼
ね
ぎ
知
者
が
、
お
の
マ
ヲ
ヤ
山
頂
の
ラ
ン
ガ
ｉ
・
獄
中

で
．
設
手
か
ら
の
内
身
に
あ
か
し
せ
ら
打
た
聖
な
る
裁
え
差
説
手
、
一
切
な
祁
露
な
員
藷
・
覚
知
・
観

念
か
、
勺
謙
拭
・
も
葛
も
馬
の
外
道
・
声
聞
・
辞
芝
仏
ら
⑦
修
行
の
境
界
王
否
定
し
た
。
ね
た
し
毛
ま
た

あ
の
マ
ラ
ヤ
山
の
ラ
ン
カ
ー
城
中
Ｔ
、
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
夜
叉
王
上
言
の
た
例
に
、
こ
の
教
え
を
説
こ
う
，

一

味此法．

５４６


